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＼今回のニューズレターは鉄分多め、です／ 

 
 

鉄オタ倶楽部の本が出版されます！ 
 
 
 

本の出版記念講演を開催します！ 
※ならやまオープンセミナー 

 
 
 

鉄オタ倶楽部の活動について学べる 
『奈良教育大学オンライン研修コンテンツ』 
を販売しています！ 

奈良教育大学  

鉄オタ倶楽部 

特集号！！ 

そもそも「鉄オタ倶楽部」とは・・・ 

発達障害のある子どもを対象とした、彼らが愛して
やまない「鉄道」を思う存分追求してもらう場です。
大好きな「鉄道」を強みに、ソーシャルスキルを身に
つけたり、自分らしさを確かめたりすることを活動の
ねらいとしています。月 1回の定例会、年度末の成果
発表会を設け、仲間と語り合ったり、発表の準備を進
めたりしています。 

鉄オタ倶楽部 facebook もご覧ください  
定例会や遠征の様子をアップしています。 

NEWS 1 

NEWS 2 

NEWS 3 

NEWS 1 

鉄オタ倶楽部は現在 7年目を迎えましたが、開設当初から今もなお
変わらず、彼らは熱量高く活動し続けています。本書は、彼らがそこ
まで熱中する鉄オタ倶楽部とはナニモノなのか。この活動のコンセプ
トやプログラム、そして活動の実際や意義をまとめています。編著者
であり、ASD 児者の心の理解をご専門とする別府哲先生（岐阜大学）
には、活動の発達的意義について、“ASDに関する誤解”に触れながら
解説していただきました。そのほかにも子どもたちや保護者のリアル
な声・姿も知ることができます。 

富井奈菜実・越野和之・別府哲/編著 奈良教育大学特別支援教育研究センター/協力 
クリエイツかもがわ/出版（URL：https://www.creates-k.co.jp/genre/hattatsu/9701/） 

『鉄オタ集結！ 「好き」を強みに♡  
発達障害のある子の居場所「鉄オタ倶楽部」』刊行！ 

https://www.facebook.com/railfanclub.nara/?ref=embed_page
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  NEWS 2 ならやまオープンセミナー 

『自閉スペクトラム症児者の理解と支援 
−「鉄オタ倶楽部」の活動とその意義−』開催！ 

 NEWS１でご紹介した書籍の出版記念講演を開催します。鉄オタ倶楽
部の活動の実際を紹介するとともに、別府哲先生もお招きし、A S D児
者の心の理解と支援について、子どもたちのエピソードや声をもとに
解説していただきます。別府先生には 2024年 3月にもご講演いただき
ましたが、大好評につき、早くにお申し込みを締め切らせていただき
ました。前回間に合わなかった方も、もう一度聞きたい方も、是非お
申し込みください！ 

お申し込みはこちらの QR コードから 
センターHP からもアクセスできます。 

NEWS 3 奈良教育大学オンライン研修コンテンツ 
『「こだわり」を強みに：自閉スペクトラム症児のための鉄オ
タ倶楽部 −特性を大切にした人格とソーシャルスキルの形成
−』販売中！ 

 今回作成された書籍の基にもなっている、動画による研修コンテンツです。書籍では紹介するこ
とのできない、子どもたちの実際の姿や語りを動画に収めた資料なども観ていただけます。是非、
書籍と併せてご活用いただければ幸いです。 

◆奈良教育大学研修コンテンツ HPより 
本コンテンツでは、「鉄オタ倶楽部」のプログラムのねらいや子どもたちの具体的な活動の様子

を紹介し、その発達的意義や教育的意義について、保護者ならびに外部講師を招いて考察します。
研修を通して、「こだわり」を強みにした実践が子ども達の発達にどのような影響を及ぼすのか、
受講者自身が考え、教育実践への活用を促すものです。 またプログラムに参加している子どもの保
護者や、ASD を専門とする専門家（別府哲氏）からみた本プログラムの意義についての語りを通し
て、ASD児の教育への理解を深めていただきます。 

ご購入・ご視聴はこちらの QRコードから  
奈良教育大学 HP内にあるオンライン研修コンテンツ 
紹介ページが表示されます。 
（URL：https://kyoinkensyu.nara-edu.ac.jp/） 
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令和 5年度の取り組み 

教育相談・発達相談 

相談総数 
※研究協力等を除く 440件 

内訳    

発達相談 361件 ／教育相談等 75件 

保護者・子ども向けプログラム（のべ人数） 
寺子屋（第 2・第 4水曜＋1回／月） 子ども 133名 学生スタッフ 203名 

鉄オタ倶楽部（全 10回） 子ども 94名 サポーター 63名 

ペアレント・トレーニング（全 6回） 保護者 39名 サポーター 4名 
その他、メンタルヘルスプログラム（全 12 回）、夏休み!! 宿題おたすけプロジェクト（2 日）、冬のおたす
けプロジェクト（１日）を開催しました。 

講座・研修 
7/22 「わが家の子育て奮闘記～発達に凸凹をもつ子どもたちの自立に向けて～」 

講師：コニシさん（先輩ママ） 
12/27 「通常の学級での特別支援教育のスタンダード」    講師：小貫 悟先生（明星大学） 

（共催：奈良県教育委員会特別支援教育推進室） 
R6/3/2「自閉スペクトラム症児者の心の理解と支援 学童期～青年期を中心に」 

    講師：別府 哲先生（岐阜大学） 

【お問い合わせ先】 
     奈良教育大学特別支援教育研究センター 
        住所：〒630-8528 奈良市高畑町（奈良教育大学高畑キャンパス新館 1 号棟 1 階）  
        TEL & FAX：0742-27-9314 *火・水・木（祝日を除く）午前 10 時〜午後 1 時／午後 2 時〜午後 4時 
        メールアドレス（事務）：tokubetsu@nara-edu.ac.jp 

令和 5年度 活動報告 

特別支援センター スタッフ一覧 

セ ン タ ー 長：越野  和之（教育学部兼務） 

副センター長：全  有 耳（小児科医・教職大学院兼務） 

： （公認心理師） 

 小 松  愛（臨床心理士・公認心理師）  

相 談 員：角田  悠至（臨床心理士・公認心理師） 

：中 西  陽（臨床心理士・公認心理師）                   

：中川  貴明 

 林  喜 子 

事 務 員： ・大槻  寿子 

センターからのお知らせ 

 Facebook にてイベントのお知

らせや活動記録をアップしてい

ます  

HP と合わせて、チェックよろ

しくお願いします！ 

特別支援教育研究センター  
Facebook  

奈良教育大学鉄オタ倶楽部 
  Facebook   

令和 5 年度は、保護者を対象としたペアレント・トレー
ニングを全 6 回実施しました。参加者からは「客観的に我
が子の行動を見れるようになり、思い悩むことが減っ
た」、「学んだことをホームワークで実践することが良か
った」等の感想が寄せられ、子どもの行動を観察して肯定
的に注目することの大切さを共有することができました。
また、今回はヨガを取り入れることで心身へのアプローチ
を目指したプログラムとしました。 

「ペアレント・トレーニング」 
を実施しました 

学習支援プログラム「寺子屋」と夏休みの「宿題おた
すけプロジェクト」に加えて、令和５年度は冬休みにも
１日学習支援プログラムを実施しました。課題内容は保
護者の方とも相談し、オリジナルのものを作成したり、
既にある学習教材をお子さんに合わせて活用したりして
います。学習への苦手意識が強いお子さんばかりです
が、大学生と一緒に勉強するときはとてもいきいきとし
た姿を見せてくれます。 

学習支援プログラム「寺子屋」 
＆「夏休み!!宿題おたすけプロジェクト」ほか 

＼今年度もよろしくお願いいたします／ 

mailto:tokubetsu@nara-edu.ac.jp

	センターからのお知らせ

